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準莞慧感http：／／www・geOCities・jp／setsudokai／



ご　案　内

平成25年度　摂南大学土木会総会
平成25年度摂±会総会を下記白程で開催いたします。

是非、l日友とのご達絹をお取りいただき、ご参加いただきますようお

願い申し上げます。

tと　き　平成25年11月16日（土）

015　00－16　00

特別講演「駅改良など大規模プロジェクトに用いられる大口径場
所打ち抗の施工方法」

（発表者）　鉄建建設株式会社

土木本部エンジニアリング部担当部昆

長尾達児先生

01615－16　45　平成25年度総会

017　00－19　00　懇親パーティー

■ところ　常翔学園大阪センター（特別講演・総会）

毎日インテシオ4F大会議室（懇親パーティー）

〒530－0001大阪市北区梅田3－4－5

■会　責　3．000円

準会員（学生）向けの講演
10月26［］（土）

13　00～14　00（8号館4階842教室）

「近畿地方整備局の事業紹介」

国土交通省近畿地方整備局　山田締闇先生

摂南大学土木会創立50周年記念祝賀会

平成26年11月、摂南大学寝屋川学舎で創立50周年祝賀会を開催い

たします。

詳細事項【ま決まり次第、会員の皆様に連結いたします。
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土
木
会
創
立
5
0
周
年
に
向
け
て

会
長
　
新
井
栄
作
（
摂
大
昭
和
6
0
年
卒
）

東
亜
建
設
工
業
㈱

土
木
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

の
役
員
改
選
に
当
た
り
、
藤
田

孝
志
会
長
の
後
任
と
し
て
摂
南

大
学
土
木
会
の
第
八
代
目
会
長

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
輝
か
し
い
四
十
九
年
の
歴
史
を

も
つ
土
木
会
会
長
に
、
若
輩
な
私
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
会
員
各
位

の
ご
指
導
と
ご
鞭
極
を
い
た
だ
き
ま
し
て
土
木
会
発
展
の
た
め
に
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
が
2
0
1
4
年
1
1
月
で
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
摂
南
大
学
土
木
会
は
2
0
1
4
年
1
1
月

に
創
立
5
0
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
土
木
会
は
今
年
度
か

ら
新
た
な
役
員
、
評
議
員
を
迎
え
ま
し
た
。
土
木
会
は
、
会
貞
相
互

の
動
静
を
把
揺
す
る
と
と
も
に
そ
の
親
睦
を
は
か
り
、
も
っ
て
、
本
会

の
発
展
に
寄
与
し
併
せ
て
都
市
環
境
工
学
科
へ
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
は
総
会
　
（
1
1
／
1
6
）
を
常
翔
学
園
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
北

区
橋
田
）
　
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
戴
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
に
一
度
の
会
報
発
行
（
1
0
／
1
1
）
は
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
役
員
会
、
評
議
員
会
は
2
か
月
に
1
回
の
予
定

で
開
催
し
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
親
睦
会
の
開
催
を
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
も
教
員
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら

行
う
予
定
で
す
。
講
演
会
を
通
じ
て
卒
業
生
と
在
学
生
の
交
流
と
都

市
環
境
工
学
科
へ
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

摂
南
大
学
土
木
会
H
P
は
会
員
相
互
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。
う
ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
こ
支
援
を
深
く
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
市
環
境
工
学
科
の
完
成
年
度
を
迎
え
て

－
I
A
B
E
E
の
継
続
審
査
結
果
と
学
科
運
営
－

熊
谷

摂
南
大
学
土
木
会
会
員
の
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
当
学
科
の
運
営
に
こ

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
度
　
（
平
成
2
2
年

度
）
　
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

樹
一
郎

い
た
し
ま
す
。

Ⅲ
1
A
B
E
E
認
定
継
続
審
査
の
結
果
に
つ
い
て

2
0
1
3
年
4
月
2
6
日
付
け
で
1
A
B
E
E
認

定
継
続
審
査
の
結
果
　
（
「
認
定
」
）
　
が
正
式
に
通
知

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
0
9
年

4
月
入
学
生
ま
で
が
「
工
学
部
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム

都
市
環
境
工
学
科
は
、
本
年
度
で
完
成
年
度
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
本
年
度
末
に
は
、
都
市
環
境
工
学
科
の
1
期
生
が
摂
南
大

学
土
木
会
の
正
会
員
と
な
り
、
さ
ま
さ
ま
な
進
路
へ
と
進
ん
で
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
と
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
度
、
学
科
内
で
は
片
桐
信
先
生
が
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

体
制
は
専
任
致
貞
1
0
名
と
共
通
準
備
室
ス
タ
ノ
7
3
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
挨
拶
に
代
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
科
の
主
な
動
き
を
ご
紹
介

工
学
科
　
『
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
総
合
コ
ー
ス
と
、

2
0
1
0
年
4
月
入
学
生
か
ら
は
　
「
理
工
学
部
郡
市
環
境
工
学
科

『
都
市
環
境
総
合
コ
ー
ス
』
」
で
、
認
定
期
間
は
2
0
1
2
年
4
月
1

口
∵
1
2
0
1
8
年
3
月
3
1
日
の
6
年
間
で
す
。
審
査
の
結
果
、
2
9
の

審
査
項
目
で
、
「
A
　
（
適
合
）
」
　
判
定
＝
2
7
、
「
C
　
（
懸
念
）
」
　
判
定

＝
1
、
判
定
対
象
外
＝
1
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

J
A
B
E
E
審
査
チ
ー
ム
か
ら
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
に
評
価
さ
れ

た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
い
る
点
。

②
理
工
学
部
全
体
（
生
命
科
学
科
を
除
く
）
　
が
1
A
B
E
E
受
審

体
制
を
と
り
学
部
共
通
の
学
習
教
育
目
標
を
掲
げ
教
育
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
。

③
2
0
1
2
年
度
よ
り
科
学
技
術
教
養
科
目
を
理
工
系
教
養
科
目

と
し
て
開
講
し
て
い
る
点
。

④
学
部
の
導
入
教
育
と
し
て
初
年
次
に
理
工
学
基
礎
実
験
を
実
施
し

て
い
る
点
。



一ノ瑠■Fゝ

学生向け講演会

今年度、都市環項工学科には、1年次84名（4

名）、2年次72名（7名）、3年次68名（4名）、4年

次80名（6名）で合計304名（21名）の学生が学ん

でいます。大学院の社会開発工学専攻における学科出身者は、1年次4名（1名）、

2年次4名（1名）です。なお、括弧内の数値は女子学生を示します。
一方、教職員は専任10名、非常勤30名、事務スタッフ3名の陣容で教育・

研究の指導に当たっています。

①熊杏樹一郎教授が引き続き苧科長として学科運営に当たっています。

②来年度卒業見込80名は、就職活動に取り組んでいます。徐々に、内定を得

るようになっております。

③昨年度、」ABEE旧本技術者教育認定機構）の

継続審査を受馨し、「郡市環境システム総合コース」

（2010年4月入学生より、「都市環境総合コース」）

が6年間の認定を受け乱た。　　　　　琵琶琵岩謂芯貰宗男

学科の主催する行事として2012年9月12［］に実（3年生）

施した講演会および現場見学会について紹介さ

せていただきます。講演会では、（社）建設コン

サルタンツ協会（」⊂⊂A）のご協力を得て、建言受

コンサルタントの役割や業務内容などについてご

講演いただきました。

同日に実施した現場見学会においては、1年生
重昭湖疎水記念鎗日年生）　　は2箇所（①人と防災未来センター、②琵琶湖疎

水記念託）に、3年生【ま3箇所（エ都市計画道

路大和jll線常磐棄開削トンネル工事、g

NEX⊂○総研緑化技術センター、③安威川タム

および付替工事）にわかれて現場を見学しまし

た。参加した学生は、座字だけでは学ぶことが

難しい建設業の現場の魅力や土木技術者の役割還蒜】l蒜還芸
を肌で感じることができたようでした。（日中記）　開削トンネル工事（3年生）

海老瀬潜一教授、澤井健二教授
退職記念講演のご案内

摂南大学において教鞭をとってこられました海老瀬潜一教授、澤井健二教授

が、来年3月31巨］をもちまして退職されることになりました。つきましては、

下記のとおり退職記念講演が開催されますので、ご案内申し上げます。また、

退職記念講演のあと、両先生を囲んだ簡単な懇親会を催しますので、こちらに

つきましてもご参加くださいますようお願い申し上げます。

ご多用中のところ誠に恐れ入りますが、卒業生や関係の万々をはじめ皆様の

ご来臨をお待ちしております。

退職記念講演＆懇親会
日時　2014年3月8日　PM（予定）　会場：摂南大学（予定）

詳細につきましては、当字科のHP（http／／wvVWSetSUrlanaCJP／ClV／）を

ご確認ください。（12月頃掲載予定）

問い合わせ先　摂南大学理工学部都市環境工学科　道贋一利

TEL．072－839－9126　　FAX O72－839－9126

E－malL mlChl＠⊂lVSetSUnana⊂」P

入学年（西暦） 2002 �入学年（平成） 14 �郡 市 環 境 シ 茎 � 

2003 �15 

2004 �16 

2005 �17 �� 

18 �7‾ �b井口　　　　　　　　　　　　　　址†寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子二　　　　　き 

2007 �19 �ム 工 学 科 � 

200日 �20 

2009 �21 �� 

※2　卒薫後に対象科白の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒某時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に問い合わせください。
麗3　卒業後に対象斡日の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受腹責権が得られるようになりました。詳しい条件等については教務諾文は（財）建築技彿J教育彗及センター
に問い合わせてください。

※4　20D9年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは瀦建築士法わ、適用されます。「淫技士プログラム」は認定されませんわ、、新琶築±法の規定により　指定科白の履修
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⑤
人
文
教
養
科
目
、
英
語
科
白
や
数
学
　
物
理
学
の
担
当
者
な

と
と
密
な
連
携
を
取
り
、
シ
ラ
ハ
ス
改
善
や
英
語
共
通
試
験

を
実
施
し
て
い
る
占
い
。

⑥
デ
ザ
イ
ン
科
目
詳
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
科
冒
グ
ル
ー

プ
）
　
で
創
意
工
夫
さ
れ
た
充
実
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
点
。

①
専
門
科
目
　
（
α
、
β
）
　
や
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
の
少
人
数
ク
ラ
ス

編
成
教
育
の
実
施
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑧
全
学
的
な
教
育
支
援
組
織
で
あ
る
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
高

校
と
大
学
と
の
接
続
教
育
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
お
り
、

教
育
の
質
の
向
上
に
多
大
に
寄
与
し
て
い
る
。
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
の
拡
充
が
学
生
か
ら
も
望
ま
れ
て
い
る
。

⑨
2
0
1
0
年
度
の
改
組
時
な
と
に
学
習
　
教
育
目
標
の
見
直

し
を
行
い
、
新
し
い
学
習
教
育
目
標
を
設
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
持
続
的
発
展
を
可
能
と
す
る
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。

⑬
き
め
細
か
い
致
膏
が
実
施
さ
れ
、
在
学
生
　
卒
業
生
の
満
足

度
の
高
い
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑪
教
育
改
善
と
占
検
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
、

実
際
に
P
D
C
A
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

l
A
B
E
E
認
定
の
目
的
は
、
大
学
の
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
で

す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
通
じ
て
教
育
の
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
実
効
性
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
と
継
続
的
に
改
善
す

る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
認
定
継
続
審
査
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、
今
後
も
継
続
的
に
学
科
全
体
の
教

育
改
善
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

刷
学
科
か
ら
の
情
報
発
信

こ
れ
ま
で
に
学
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
h
｛
t
p
＼
＼
w
w
w

s
e
t
s
u
n
a
n
a
n
J
p
＼
C
】
ミ
）
　
で
公
開
さ
れ
て
き
た
主
な
情
報
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
大
学
院
生
の
受
賞

5
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
写
真
測
量
学
会
平
成
2
5
年
度
年

次
学
術
講
演
会
に
お
い
て
、
本
学
科
卒
業
生
で
摂
南
大
学
大
学

院
生
の
安
野
真
琴
君
が
年
次
学
術
講
演
会
論
文
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
2
5
年
度
土
木
学

会
関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会
で
は
、
本
学
科
卒
業
生
で
摂
南

大
学
大
学
院
生
の
杉
江
葉
月
さ
ん
が
優
秀
発
表
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

■
技
術
士
一
次
試
験
合
格
に
向
け
た
特
別
講
演
会

本
会
会
員
の
み
な
さ
ま
が
中
心
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
摂
南

大
学
技
術
士
会
の
協
力
の
下
、
本
年
度
は
6
月
2
1
日
に
　
「
技
術

士
一
次
試
験
合
格
に
向
け
た
特
別
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
摂
大
1
8
年
卒
摂
大
院
2
0
年
修
了
の
山
田
雄
太
さ
ん
　
（
㈱
か

ん
こ
う
）
　
に
登
壊
い
た
だ
き
、
技
術
士
資
格
の
必
要
性
な
ど
、

在
校
生
に
興
味
深
い
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

主
に
3
年
生
と
4
年
生
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
4
0
名

を
超
え
る
出
席
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
資
格
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
、

盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

㈱
今
後
の
展
開

新
井
新
会
長
と
な
り
、
摂
南
大
学
土
木
会
も
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
か
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
本
会

と
学
科
と
の
関
係
を
密
に
し
て
い
く
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
9
月
に
は
1
年
生
、
3
年
生
向
け
に
現
場

見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
見
学
先
の
選
定
に
は
早
速
本
会

か
ら
の
貴
重
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
は
摂
南
大
学
土
木
会
創
立
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
益
々
の
こ
健
勝
と
本
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
2
5
年
5
月
2
1
日
に
水
眠
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
　
祐
二
　
様

（
試
専
昭
和
媚
牢
3
月
卒
業
）

謹
ん
で
ご
冥
紬
を
お
祈
り
し
ま
す
。



同窓会報告

技術士会だより
会長　木下　幸佐（摂大昭和57年卒）

技術士会は建設部門、上下水道部門、機

械郡門に合格された62名の会員で活動して

ます。毎年、総会・特別講演会を関催して

います。技術士会は来年6月総会10周年記

念祝賀会を開催します。総会では技術士試

験の相談会を開催しています。相談したい

方は事前に幹事・新井まで連結してくださ

い。連絡先　e＿∂「al＠toa－COnStC0」P

平成20年に大学技術士連絡協議会が発足

し摂南大学技術士会もメンバーとして大学

相互の技術士の連携・啓発活動に参画して

ます。大字技術士会連結協議会は20大学で

構成され毎年、東京で総会が開催されます。

大学技術士会連絡協議会メンバーは以下の

通り。（D東京工業大学②巳本大学③早稲田

大学④東京都市大学⑤東京理科大学（参中央

大学⑦千葉工業大学⑥工学院大学⑨東北大

学⑩大阪工業大学⑪摂南大学⑫名城大学⑯

芝浦工業大学⑯慶應義塾大学⑯室蘭工業大

学⑯九州工業大学⑳名古屋工業大学⑯大阪

大学⑩京都大学⑳東京電機大学

※技術士試験に合格された方【ま是非とも摂

南大学技術士会に入会してください。

※入会は摂南大学技術士会HPから手続きを

お願いいたします。
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進路決定者の内訳

摂
大
⊥
高
専
合
同
三
二
同
窓
会

山
口
　
雅
明
へ
摂
大
昭
和
5
5
年
季
）

去
る
平
成
凱
年
4
月
2
7
日
（
土
）
午
後
5
時
か
ら

大
阪
市
心
斎
橋
の
鉄
板
焼
き
「
で
り
し
や
す
」
で
ミ

ニ
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ニ
同
窓
会
は
、
昭
和
5
5
年
卒
の
2
期
生
だ

け
で
な
く
3
期
生
や
4
期
生
及
び
同
時
期
の
学
び
の

友
で
あ
り
ま
し
た
大
阪
工
業
高
等
専
門
学
校
卒
業
生

と
の
合
同
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
同
窓
会
は
報
告
会
と
し
て
1
年
に
2
回
（
6
月
・

1
2
月
）
　
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
の
1
回
目
は
4

月
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
2
5
名
程
度
に
案
内
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

1
2
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
気
心
が
知
れ
て
い
る

仲
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
盛
り
上
が
り
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

普
通
、
同
窓
会
の
話
題
は
、
学
生
時
代
の
思
い
出
？

澤
井
ゼ
ミ
（
元
・
水
工
学
研
究
室
、
現
・
水
辺

環
境
創
出
研
究
室
）
発
足
2
0
周
年
記
念
同
窓
会

小
川
　
芳
也
（
摂
大
1
4
年
季
摂
大
院
1
6
年
修
了
）

去
る
平
成
2
5
年
3
月
1
6
日
（
土
）
　
に
摂
南
大
学
1

号
館
1
階
「
構
造
・
水
工
実
験
室
」
に
て
同
窓
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
澤
井
ゼ
ミ
O
B
だ
け
で
な
く
澤
井
ゼ
ミ

生
を
ご
指
導
等
い
た
だ
い
た
方
々
、
他
の
研
究
室

O
B
、
硯
澤
井
セ
ミ
生
、
4
月
か
ら
の
新
澤
井
ゼ
ミ

生
と
3
3
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
数
年
ぶ
り
に
澤
井
先
生
と
再
会
さ
れ
た
先
輩
、

新
し
い
実
験
室
に
初
め
て
来
ら
れ
た
先
輩
後
輩
、

4
月
か
ら
の
就
職
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
4
年
生
、

こ
れ
か
ら
卒
業
研
究
　
就
職
活
動
に
取
り
組
む
3

年
生
等
が
、
様
々
な
立
場
の
方
と
交
流
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
卒
業
し
て
か
ら
3
0
年
以
上

と
に
な
り
ま
す
と
社
会
人
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
立

場
に
も
あ
り
、
こ
の
不
景
気
を
如
何
に
乗
り
切
る
か
、

近
づ
く
定
年
の
話
な
ど
が
、
こ
の
蕪
近
の
ミ
ニ
同
窓

会
の
定
番
話
題
と
な
り
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
も
っ
と
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
本
同

窓
会
の
開
催
に
当

た
り
、
摂
南
大
学

土
木
会
か
ら
お
祝

い
を
い
た
だ
き
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
は
、
来
年

3
月
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
以
上

に
多
く
の
方
に
ご

参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会

開
催
に
あ
た
り

摂
南
大
学
土
木

会
に
は
開
催
案

内
を
会
報
に
掲

載
い
た
だ
き
有
り

雉
う
ご
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
4
年
卒
業
　
修
了
予
定
者
の
就
職
活
動
が
2
0
1
2

年
の
1
2
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
格
的
な
活
動
は
2
0
1
3

年
の
1
月
か
ら
で
あ
る
。

本
年
度
の
企
業
募
集
活
動
の
特
徴
は
、
各
社
と
も
早
い
段

階
か
ら
募
集
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
募

集
活
動
を
後
半
に
ず
ら
し
て
い
た
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
に
お
い
で

も
、
大
手
と
同
じ
時
期
に
活
動
を
虚
始
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。
さ
ら
に
大
き
な
変
化
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
、
団

塊
の
世
代
の
退
職
に
伴
う
即
戦
力
技
術
者
の
不
足
、
多
く
の

土
木
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
政
権
交
替
に
よ
る
景
気
回

復
へ
の
期
待
感
な
と
か
ら
、
各
社
と
も
募
集
人
員
を
大
帽
に

増
や
し
て
い
る
事
に
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
都
市
環
境
工
学
科
か
ら
の
就
職

予
定
者
は
、
学
部
が
7
8
名
、
大
学
院
4
名
で
あ
る
。
こ
の
内
、

2
0
1
3
年
7
月
1
8
日
時
点
で
の
進
路
内
定
者
は
大
学
院
進

学
も
含
め
て
学
部
が
3
7
名
、
大
学
院
が
2
名
で
あ
る
。
学
部

の
内
定
率
は
約
4
7
％
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
来
て
内
定
率
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

企
業
の
求
人
意
欲
が
伸
び
る
中
に
お
い
て
、
内
定
率
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
状
況
に
は
、
概
ね
2
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第

1
の
理
由
は
、
就
職
活
動
を
懸
命
に
進
め
て
き
た
が
、
惜
し

く
も
内
定
に
到
達
で
き
ず
に
来
た
学
生
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
募
集
意
欲
の
高
い
企
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
探
闇
試
験

は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
問
題
な
の
は

第
2
の
理
由
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
就
職
活
動
に
積
極
的
で

な
い
学
生
が
散
見
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
未
だ
に
、
自
分
は
と

の
よ
う
な
職
業
に
就
き
た
い
か
を
決
め
か
ね
て
お
り
、
企
業

研
究
や
業
界
研
究
も
十
分
に
行
っ
て
い
な
い
。
就
職
部
に
お

い
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
学
生
に
は

効
果
が
薄
い
よ
う
で
あ
る
ゥ
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
は
終
盤
を

向
え
る
。
社
会
が
求
め
て
い
る
技
術
者
像
と
自
身
の
将
来
像

を
マ
ッ
チ
さ
せ
、
自
分
の
個
性
に
合
っ
た
職
種
に
就
い
て
も

ら
い
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

卒
業
生
の
先
輩
諸
氏
に
は
、
今
後
と
も
就
職
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



綿の基盤ヒなるJ
2年生山個梅毒

私が入学した凰土木と酎て思

いつくことは土鯛ること＼山酢

ダムで工事を行うことなどの力仕事

かつ屋州乍業をしているイメージで

した。しルこの都市環境工学科＿　イ凸⊥ゝ｛ミイメーシ

宕蒜勉強し、様々な現卵子、‾r「「rリ′

していたものは、酌の一抑かないことをがした0

私は、もともと環境についての紗にいと患い＼この学科
＿＿＿，亡」、阜イn7㌔土木が自分のや。たいものに関係しているの
を選んでいたので、工ノトUJコ／J‾

で、純土木へのイメージが抑ました。
土木は、様々なものの基盤とな。環嵐建設整備など多方面との

繋が。があるこが活環脚。上げること脚乱た0こ爪、慮波方者ラる段酢、詳しくが脚㈲仰ぎ⊥．γl＝峯十十八一。梁がりぴあ旬」LL’一

れらのことを大学の道断考える段酢、＿、ぷ七、1ケはやく変わ

「土木のイメージ変化を

促すために」

？
』t当≒
いいイメージを持っていませんでした。談合のこともあ。ます

が、最も印象的だったのは、現場で働いている人が亡くなったと

いうニュースを見て・土木とは、危検な仕事なのだと感じていま

した。しかし、これまでの先生方の授業や現場での体験談、現場

見学などを通して、土木に対してのイメージが徐々に変わ。まし

た0私は・本当に狭し蘭園しか見ていなかったのだと思いました。

これまで経験できたことで、今の「人が生活するために重要な構

造物を建設する仕乳というイメージに変わ。ました。今でも土

木によくないイメージを持っている人がいるので、将来、活躍し

てこのイメージを変えられるようにしたいと考えています。

4年生川口　雄大

私が、今、土木に対して持ってい

るイメージは・「人が生活するため

に重要な構造物を建設する仕事」で

すゥ今は、こういうイメージを持っ

ていますが・1年生の時は、あまり

ヒ木の大切さlこ気イ寸さま荒

悸生相松　舞花

私は・土木を学ぶということをあ

まりイメージできずに入学しまし

た0最初は、土木に対する知識もな

く不安があり戻した0しかし、土木

を学びたくて入学した友人の話や講
義を受ける中で、私の中で土木に対する意識が変わっていきま

した。例えば、最近の集中豪雨や台風による川の氾濫のニュー

スです0今までの私は、このようなニュースを聞いても「大変

だなあ」としか感じませんでした0しかし、今は被災後の堤防

の修復などにも関心を寄せるようになりました。

新たな考えをもって、自分の住んでいる街を再度見渡してみ

ると、至る所に土木構造物があ。・その社会基盤のうえに私た

ちの生活が成。立っていることに気つきました0今では、この

人々の生活に必要不可欠な土木を学ぶことに大きな意黍を感じ

ています。これからの4年間で、土木に関する知識や経験を深め

ていきたいです。

0『あたりまえ』官主えたいJ
3年生松田　優花

高校三年生の香、私は大学でなに

を学びたいかがわからず進路【こ悩ん

でいました。そんなとき＼大学情報

の載った冊子で「土木」という単語

を見つけ、これだ■と思し惜した0電

車に乗る機会が多かった私は車窓から街を眺めながら多くの建物

や道路、橋、港私たちが今当た。前に使っているものは、すべ

て1から人間が造ったものであ仇これだけの構造物を造ること

にどれだけの肋と時削冊、ったのかと考えていました。そ
して、「土木」という道があることを知久その当た。前を供給さ

れる立場ではなく支える立場にな。たいと思うようにな。ました0

もちろん造るだけではなく、自然環境との共存や＼強度、コス

ト、使いやすさなど様々なことを考える必要があ。ますD私にとっ

て土木とは、「あた。まえの生活」を支えるもので削、人と人、

人と環境を繋ぐ最初の架け橋です。

－　－　－】－　－　－　1　1■・．■】　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　■■　－　－　－　－　－　－　－1■

l

l

l　た。そこで、OBやOGの方々や・学生のこ家族＼そして他の学生に土木のイメージの学年ごとでの違いを知っていただこう

：重器琵買≡…L
l　においてこ協力いただいた先生方やアンケート【こ答えていただいた学生の皆様に、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。大西正洋、藤原正佑、小松誠直l

■　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　＿　－　－　■－　■－　－　－　－　－　■　－　－　－　－　■　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　■
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媚
と
‥勝るれらめ蓼

京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業

寝
屋
川
市
　
ま
ち
政
策
部
　
都
市
計
画
室

小
山
　
裕
貴
蕪
大
1
6
年
卒
摂
大
院
1
8
年
修
了
）

「
私
の
社
会
人
生
活
」

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
　
西
日
本
管
理
本
都
名
古
屋
支
店

谷
内
　
秀
省
（
摂
大
1
8
年
卒
摂
大
院
2
。
年
修
了
）

卒
業
生
か
ら
近
況
報
告

株
式
会
社
I
H
I
イ
ン
フ
ラ
建
設
P
C
事
業
部
　
P
C
技
術
部
　
西
日
本
設
計
G

中
川
　
佳
祐
（
摂
大
2
1
年
卒
摂
大
院
2
3
年
修
了
）

私
は
平
成
1
8
年
に
大
学
院
を
修
了
し
た
後
、

一
般
社
団
法
人
近
畿
建
設
協
会
に
入
社
し
、
6

年
間
、
河
川
管
理
業
務
や
公
益
関
連
事
業
等
を

中
心
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

2
4
年
か
ら
は
摂
南
大
学
の
あ
る
寝
屋
川
市
に
転
戦
し
、
現
在
は
都
市
計

画
室
に
お
い
て
、
主
に
京
阪
電
車
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の
担
当
を
し

て
い
ま
す
。

京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
市
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
高
架
化
さ
れ
て
い
る
寝

屋
川
市
駅
と
枚
方
市
駅
間
の
約
5
・
5
k
m
の
鉄
道
線
路
を
高
架
化
す
る
事

業
で
、
寝
屋
川
市
域
に
お
け
る
関
連
事
業
と
し
て
は
、
鉄
道
の
併
走
す

る
既
設
府
道
の
拡
幅
及
び
ハ
イ
パ
ス
の
新
設
、
香
里
園
駅
東
側
の
駅
前

広
場
の
新
設
、
鉄
道
線
両
側
へ
の
環
境
側
道
の
新
設
、
幹
線
下
水
道
の

移
設
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
事
業
は
今
年
の
3
月
に
都
市
計
画
決
定
を

行
い
、
現
在
は
年
内
の
事
業
認
可
取
得
に
向
け
て
の
手
続
き
を
進
め
て

い
る
段
階
で
す
。
事
業
主
体
は
大
阪
府
で
す
が
、
事
業
用
地
の
買
収
及

び
環
境
側
道
の
う
ち
、
市
道
と
な
る
路
線
の
整
備
は
地
元
市
で
あ
る
寝

屋
川
市
及
び
枚
方
市
、
高
架
本
体
工
事
は
京
阪
電
鉄
が
行
う
も
の
で
、

平
成
4
0
年
度
の
事
業
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
認
可
取
得
後
に
は
用
地
測
量
、
用
地
補
償
費
の
算
出
、
用
地
買

収
の
交
渉
等
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
寝
屋
川
市
で
は
用
地
課
や
用

地
専
門
職
員
が
お
ら
ず
、
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
も
す
で
に
解
散
し
て

い
る
た
め
、
事
業
担
当
課
職
員
が
直
接
用
地
買
収
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
用
地
買
収
に
は
、
土
地
収
用
法
を
は
じ
め
民
法
、
建
築
基
準
法
、

不
動
産
、
税
、
登
記
等
に
関
す
る
膨
大
な
知
識
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
一
度
も
携
わ
っ
た
こ
と
も
触
れ
た
こ
と
も
な
い
分
野
の
た
め
勉
強
の

毎
日
で
す
が
、
入
庁
し
て
間
も
な
い
私
が
こ
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
い

事
業
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。最
近
で
は
市
業
務
の
ア
サ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
が
進
み
、
技
術
系
公
務

員
は
不
要
と
い
う
風
潮
も
一
部
で
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
技
術
系
職
員

と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
自
己
研
鐙
を
積
み
な
が
ら
必
要
と
さ

れ
る
職
員
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
大
学
生
の
こ
ろ
は
、
女
性
は
土
木
や
建

築
の
技
術
系
で
仕
事
で
き
る
場
所
が
少
な
く
、

そ
れ
で
も
「
ど
う
し
て
も
技
術
系
の
仕
事
が
し

た
い
ー
」
と
い
う
自
分
の
夢
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
0
8
年
、
自
分
の
理

想
で
あ
る
「
技
術
職
」
と
し
て
、
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
に
入
社

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
社
し
て
か
ら
約
4
年
間
は
技
術
開
発
部
門
に
所
属
し
、
杭
基
礎
の

製
品
開
発
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
新
製
品
の
開
発
や
性
能
の
照
査
の

た
め
製
造
工
場
や
施
工
現
場
に
出
張
し
た
り
、
開
発
し
た
製
品
の
認
定

評
定
の
申
請
（
い
わ
ゆ
る
新
製
品
を
使
用
し
て
も
よ
い
と
い
う
ク
お
墨

付
き
ク
を
も
ら
う
仕
事
）
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
4
月
に
営
業
部
門
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
営
業
と

い
っ
て
も
、
自
社
が
開
発
し
た
製
品
や
施
工
方
法
を
使
っ
て
、
上
部
構

造
を
支
え
る
杭
基
礎
の
設
計
を
行
う
「
技
術
」
的
な
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。入
社
当
初
は
「
技
術
の
女
性
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
と
て
も
珍
し
が

ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
ど
ん
ど
ん
女
性
の
技
術
職
も
増
え
て
き
て
お

り
、
違
和
感
無
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
で
は
何
度
も
失
敗
し
、
怒
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
そ
れ

は
性
別
の
違
い
な
と
関
係
無
く
、
対
等
に
接
し
て
く
れ
て
い
る
証
拠
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
生
時
代
か
ら
の
友
達
や
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
友
達
の
支
え
も
あ

り
、
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
7
月
に
名
古
屋
支
店
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
今
の
仕
事
を
名

古
屋
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
新
た
な
場
所
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
不
安
で

は
あ
り
ま
す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
お
年
に
摂
南
大
学
大
学
院
を
卒

業
し
、
株
式
会
社
I
H
I
イ
ン
フ
ラ
建
設
（
旧

ピ
ー
シ
ー
橋
梁
株
式
会
社
）
　
に
入
社
し
て
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
社
は
、
発
注
者
（
国
土

交
通
省
、
市
町
村
や
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
な
ど
）
　
か
ら
発
注
さ

れ
た
物
件
（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
梁
や
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
）
　
を
受
注
し
、
設
計
や
照
査
、
施
工
を

行
う
会
社
で
す
。
私
は
主
に
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
梁

の
設
計
や
照
査
を
行
う
技
術
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

入
社
一
年
目
は
、
〝
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
は
何
か
〟
と

い
う
基
礎
を
学
ぶ
一
年
間
で
し
た
。
内
容
と
し
て
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
梁
の
主
桁
や
床
版
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
）
を
製
作

し
て
い
る
工
場
へ
の
研
修
や
、
施
工
中
の
現
場
に
て
コ
ン
ク
リ
】
ト
の

打
設
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
書
物
に
よ
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
実
構
造
物
に
触
れ
る
こ
と
で
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
年
目
で
は
照
査
業
務

に
携
わ
り
、
先
輩
方
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
、
業
務
の
流
れ
や
工
程
管

理
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
目
は
、
三
次
元
F
E
M

解
析
や
t
二
次
元
温
度
応
力
解
析
業
務
を
行
い
、
そ
の
解
析
結
果
に
つ
い

て
報
告
書
を
作
成
し
、
自
ら
発
注
者
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

土
木
学
会
、
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
や
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学
会
な
ど
の
論
文
発
表
　
聴
講
や
、
講
習
会
の
受
講
な
と
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
に
よ
り
、
社
内
の
方
々
の

み
だ
け
で
な
く
、
同
業
他
社
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
よ
り
多

く
の
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
私
が
当
社
に
入
社
し
て
か
ら
、
摂
南
大
学
卒
業
生
の
方
は

一
人
も
入
社
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
後
輩
の
方
々
が
当
社
に
入

社
さ
れ
、
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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